
シリーズ学問ノススメ その1

筆者は農学部農芸化学科に入学し,中学教育課
程にない微生物学があることを知り,と くに醗酵
微生物学に興味をもち,卒業後,その方面にゆこ

うと思った。ところが,卒論で土壌学教室にあて
られ,そのため,こ と志とかわって,卒業後,農
林省農事試験場に就職することになって しまっ

た。卒論では,0/L物をやらしてくれと,土壌化
学の本邦の先駆者である塩入先生に申しいで,与
えられた,卒論のテーマが「土壌の硝酸化成菌の

純粋分離」であった。当時,日 本には,土壌微生
物をやっている専門家はいなかったので,発酵微
生物をやっている諸先輩にきいてもラチはあか

ず,一応,与えられたテーマは諸外国の文献をあ
たってこなしたものの,と んでもない誤りをおか

したことにあとで気がついたが,その失敗談はこ
こではふれない。

農事試験場への入所が昭和21年 4月 であり,今
日まで,一貫して,土壌微生物の研究に従事して
きたことは,あ りがたいことである。

わが国の「土壌学」は ドイツ学派の直輸入であ

るので,土壌化学の研究が先行しており,筆者の

まわりには,土壌化学の研究者がゴロゴロしてい
て,淋しい思いにかられたものである。また,化
学分析は分析に要する時間も短かく,区切りはつ

くし,でてきたデータも明解 きわまる ものでぁ
る。それに対して ,当方は,設備 も満足にはなく,
入所当時は,古″ゴけた蒸気釜位のものであった。

準備に時間がかかるので,化学の連中が仕事がお
わるという時間に,当方は,準備におおわらわと

いう状況であった。おまけに,生物をあつかう場
合にみられるように ,データは ,バ ラッキが多く,

苦労のわりには,成果があが りに くいという訳
で,な るほど,これはセッカチな日本人にむかな
いと気がついたときには,「土壌微生物」にどっ

ぶりつかっていたという次第です。大体;研究を
はじめて, 4～ 5年が一つの転機といわれている

が,筆者 も何度やめようかと思ったか分からな
い。何分,研究を指導する研究室長も,そちらへ

転向したばかりだから,お互いに,でてきたデー

環 境 微 生 物 学

鈴 木 達 彦

夕をどう解釈するか分らない。ただ,ただ,デー
タの集積をまつという,ま ことに気が長く,た よ
りない仕事であった次第である。このような苦し

みをのりこえて,現在, もっている「土壌微生物」
のイメージは下記のようになる。

(1)土壌微生物の上の中の生態を肉眼によって

縁軍とを含「ξlζ?像な星場票浮雀i17警  ―
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ので,同時にしらべるためには,も っとも原始
的である肉眼による認 識 が もっとも正確であ

る。したがって,これは,本人自ら経験せざる
をえない。最近いろいろの分析機器が発達して

いるが,これらを駆使できるのは,そのようは

「全体像」ができあがってからである。そして

これは,きわめて単純で退 くつである。 しか
し,これをのりこえることによって,本当の専
門家が養成される。これらの生態は,写真にと
って保存するが,沢山みればみるほど,立派な
生態写真がとれるようになるからおかしなもの

である。

(2)微生物の多様性 (種の多様性)の重要さが

強調されるべきである。

土壌の中の微生物は種類が多いほうが,生態
学的に安定している。植物は根や排泄する分泌  ご

′

物によって,土壌の微生物にいちじるしい影響
を与える。そして,た とえば ,同一植物を連作

すると,土壌の微生物は種類がへらて単純化す
る。このような生態系は不安定であって,植物
が病気にかかりやすくなる。赤潮もいうならば

水の中の3/L物の単純化によってひきおこされ

るものであるから,自然環境においては,微生

物が多様性をうしなうことは,こ のましいこと

ではない。では,なぜ,種の単純化がおこるの

かということが,今後,き わめて重要なことで
ある。

(3)嫌気性菌の存在を再確認する。微生物が他
の生物とちがって,ユ ニークなのは,嫌気性菌
の存在である。嫌気性菌の自然生態系での存在

位置,その機能を好気性菌のそれと対比しつつ
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明らかにする必要がある。

これまで,土壌微生物学は,農業生産のために
存在していた。すなわち,土地基盤を他の環境か
らきりはなして,農業生産をたかめるための人工

的手段を微生物面から評価することであった。

しかし,環境問題を考えるときには,農業生産
をたかめるための手段であった肥料や農業は:農
業生産をたかめても,環境汚染をひきおこすとい

う新しい展開をみせている。

したがって, 環境問題を考える場合,「土壌微

生物学」のみでは不十分である。そこで,筆者が

当大学に出向したのを機会に,「環境微生物学」

まで,できうれば,拡大したいとおもっている。
環境微生物学は,大気,水 ,上の微生物学とい

うことになる。とりあえずは,水と土壌の微生物
の生態のちがい,浄化能のちがい,嫌気性菌の生
態のちがいなどについて研究を開始し,環境微生
物学として,両者の統一的理解をふかめようとす
るものである。水と上のちがい,も っとも重要な

自 由 投 稿

ところは,上には「固相」がきわめて大きいとい
うことであり,固相と微生物とのかかわりあい
が,今後,重要な研究ポイントとなると信じてい
る。このような場の研究には,綜合科学部の他の

分野の先生方の御援助がなければ成立しないであ

ろう。水の場合には,水の底にある底質土あるい
はヘドロの微生物が水の微生物とどのようなかか

わりあいをもっているかが,き わめて重要なこと
であるが,こ の面の研究は,「土壌徴生物」の知

識がかなり役立つものと信じている。

「微生物学」はあつかう微生物が多岐にわたる

ので,と くに,自然環境のような「開放型」の場

の研究においては,多大の労力と人と時間と経費

を必要とするものである。しかし,学問としては

未発達な分野であるので,開拓されるべき課題は

枚挙にいとまがない。関心をもってくれる人が二

人でもふえてくれればうれしい話である。

(自然環境研究 教授)
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第一章 問題提起
l 何をヴァングリズムと定義するか
グルマン諸民族の一つであるヴァングル族は ,

3世紀後半の民族大移動に伴い ドナウ川の中・下

流地帯に移動した。ローマ帝国の宗主権のもとに

パソノニア(ハ ンガリー地方)に定住したが, 5世

紀にアフリカに移動してヴァンダル王国を建設し

た。王国は 455年イタリアに出兵し,有名なロー
マ市の略奪を行った。このヴァングル族のローマ

略奪以来, Vandalismは , 文化破壊を意味する
ようになった(1》 従って, 歴史上の文化破壊の蛮

行を Vandalismと 定義できるが,それは狭義で

あって,「現代のヴァングリズム」は広義の,あ

らゆる「蛮行」に適用することによって,その本

質を捉えてみたい。  |
2 何故ヴァシダリズムを問題にするのか
過去の蛮行をヴァングリパムとみることは容易
である。しかし現実の:‐ 進行しつつある現象を認

識することは容易ではない:自己あ存在理由,そ
の展望を問うならば,現象の本質はみえてくるで
あろう。          1 ・
民族大移動というようなものがない現在,あた

現代 の ヴア ンダ リズム

社会文化コース3年  大  西  正  己

かも Vandalismは 消滅したかのようにみえる。

しかし現代史を組解 くな らば,そ こに幾多の

Vandalismが再現されていることに気付 くであ
ろう。例えばナチス・ ドイツによる 4CXl万人とも

600万人とも言われるユダヤ人殺害, 日本軍によ
る南京虐殺,米国による広島 。長崎に対する原爆
投下等。過去数千年の人類史上,現代におけるヴ
ァンダリズムほど量的に方法的に極悪で徹底した

蛮行があるだろうか。

第二次世界大戦後の世界は,それまでのヴァソ

ダリズムを反省し戦争なき平和社会の建設に努力

してきた。その結果,あたかも現代のヴァンダリ
ズムはなかったかのようにみえる。だが,はたし
てそうだろうか。中東戦争,ベ トナム戦争,ア フ

リカでの黒人圧迫等,依然としてヴァングリズム

は起っているし,む しろ戦争もさることながら様
々の分野でヴァングリズムはおこり,進行してい

る。現代のヴァンダリズムを戦争面に限って述べ

るわけにはゆかない。何故なら Vandalismは戦
争のない場所でもおこっているからである。その

意味で「広義」であって,ま さにその故に「現代
のヴァングリズム」は問題とされなければならな
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い。例えば水俣病の場合,た しかに戦争ではない
し,略奪ではない。しかし生命の略奪,患者の有
する文化の破壊にはちがいないのであって,戦後
の日本史上これはどのヴァンダリズムがあるだろ

うか。あるいは三里塚に対する強行的空港建設 ,

これもまた現代の VandaliSmと 言えよう。

第二章 現代のヴァンダリズム
ーー現代史におけるヴァンダリズムーー

「現代史」のヴァンダリズムを考えるとき,」現

代」がいつから始まったか,ど う定義すべきかが

問題となろう。(2)周知のように西欧社会は,18世

紀後半のイギリスの産業革命にはじまる一連の

Industrialism(産業化,工業化)によって封建
制から資本主義体制へ移行したoしかし歴史の発

展は各国により不均等であって,日 本においては

西欧資本主義社会に遅れること1∞ 年後に資本主

義社会へ移行してゆく。ただ「現代史」を資本主

義発展史全部を包摂してしまうと余りにも問題が

広範になるので,こ こでは第一次大戦以後の現代

史に限ってヴァングリズムをみることにする。現

代を1930年代以降とみる見方もあるが,ナチの台

頭の原因は第一次世界大戦におけるドイツの敗北

に求められるから,一応ここでは第一次大戦以降
の「現代」をひもとくことにしたい。 1節では,

ナチス・ ドイツ,粛清,ベ トナム戦争,核兵器を

取り上げる。

ナチス・ ドイツ

1978年 6月 1日 付朝日新聞外電は,元ナチス将

校グスタフ・ フランツ・ ワグナーが30年間にわた

る逃亡生活の末,ブラジルで逮捕されたと報じて

いる。ワグナーは,ポーランドのソビブール収容

所の副所長 (1941～43)で,約25万人のユダヤ人

殺害の責任者だったと言われる。30年以上にも及

ぶ追跡に対し,戦争犯罪人を首相にさせた日本人
にとっては想像を超える執念というものを感じら

れるかもしれない。その消えることのなかった怨

念の結果ワグナーはつかまったわけだが,それは

どナチス 0ドイッのユダヤ人迫書が極めて残忍か

つ大量であったことの当然の結果とも言えよう6

今世紀最大のユダヤ人に対するジェノサイド (大

量殺人)は ,ナチスヒトラーの手によるものだが ,

それは4∞万人とも600万人とも言われている。そ

れはひとつの国家の減亡にも等しい実におびただ

しい数といえよう。

ドイツは第一次世界大戦後,挫折感と不満の絶

頂にあり,そ こに人種主義の種がまかれた。共産
主義者とユダヤ人は敗戦の責任者とされた。敗戦

と経済混乱の中から生まれたナチ党は,1933年 ヒ

トラーが政権を握ると,ユ ダヤ人に対し野蛮な人

種政策を進めていった。19424春,ア ウシュビッ

ツ=ビルケナウのガス室が活動を開始したが,そ
れはユダヤ人を能率的に死に追いやる方法であっ

た。そしてナチス・ ドイツの敗北まで実に 4∞万

人とも600万人とも言われるユダヤ人が殺害され

た。生体実験も,残忍かつむごたらしい方法で行
なわれた。例えば,ナチスが信奉した金髪緑眼の

ドイツ国民をさらに人工的にふやすために,ポー
ランド系ユダヤ人の少年の目に色素を注射すると

いうように。 ドイツ民族優越主義に支えられたナ
チス・ ドイツの蛮行は世界を震感させた,と りわ

けユダヤ人はその大きな犠牲になった。彼らの生

活や文化は破壊され,生命はまるで虫けらのよう
に扱われ失われていった。それらの跡を物語る旧

設備や写真等をみるにつけ,い ったいどうして■
れほどのヴァングリズムがおこなわれえたのか,

我が目を疑いたくなる。しかしまさしくこれは「

歴史の事実」であり,今後もこのようなヴァンダ
リズムがくりかえされない とは限 らないのであ

る(3)o

粛清

1917年のロシア革命による社会主義国家の誕生

は,世界を驚かせ,国際共産主義運動に光明を与
えた。しかしスターリン独裁後の粛清は,社会主

義への失望と不信をまねく結果となった。粛清に

よる犠牲の数は上限は1,2CXl万人,下限は350万人
と言われる。粛清ば党員,その職業,年齢,男女
の別なくおそいかかった。ソ連国籍をもつ者はも

ちろん,フ ァシズムの危険をさけてソ連に救いを

求めてきた外国人共産党員の多くも,粛清の犠牲

となった。日本人共産主義者も,その中に含まれ

る。粛清は 1953年のスターリンの死 までつづい

V
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た。1939年の18回党大会は, 159万人の党員と89

万人の候補を代表する1,574名 の代議員から構成

されていた。党員数は17回にくらべて27万人減少

していた。そして大粛清と諸党工作の徹底は,党

員構成を大幅にかかえた。フルシチョフ「秘密報

告」によれば,第 17回党大会でえらばれた党中央

委員及び候補 139名のうち98名,70%が 1937～38

年に銃殺されており,ま た代議員1,966名中,1,1

08名が反革命として逮捕されたのであった(4)o

粛清,犠牲が革命にとっては不可欠で,仕方の

ないという論理がある。確かに近代市民革命に於

_、  ても少なからぬけ でた。しかしだからとい

_/  って犠牲の論理の名の下に,粛清が合理化されて
よいものだろうか。ソビエ トにおける大粛清は,

その数からしてナチ・ ドイツのユダヤ人殺害に匹

敵するものである。確かにソビエ トにおける社会

主義革命は,国際共産主義運動にとっては画期的

であり,評価されるべき点がある。しかし,社会
主義の理念は人間の解放にあるのであって,む し
ろその理念・根本思想を否定するような粛清は断

じて批判さるべきものであろう。

1678年 6月 27日 (火 )の NHKONC9で のカ
ンボジアのイエン・サ・ リワ外相へのインタビュ

ーの中で,彼は「革命に犠牲はつきものである。

我が国ではむしろ犠牲は少なかった。」と述べた。

アメリカの敗北による完全独立の達成後,一種の
鎖国政策のために依然その内状は明らかにされて

いない。しかし推測ではあるが,100万人とも200

、
｀ヽ
万人とも伝えられる粛清が行なわれたらしい。カ

~`  ンボジアが「社会主義国」を自認するかどうかは
ともかく,粛清が当然であるという革命は,少な
くとも社会革命とりわけ社会主義革命とは言えま

い。むしろ革命に名をかりた反革命と言えよう。

人間の解放は粛清によらては達成されえない筈で

ある。

ベ トナム戦争

1975年 4月 30日 ,ベ トナムは世界最大の強国の
アメリカに対し,ベ トナム侵略に終止 符を打っ
た。いわゆるベトナム戦争は,一般には米国のベ

トナム侵略を示す(5)。 しかし,それまでベトナム

は過去約1∞年に渡って, フランス, 日本,再び
フランスの植民地と化し, 侵略を うけてきてい

た。1887年以来,フ ランスはこの国に植民地の王

として君臨してきたが,大平洋戦争で日本にその

座をうばわれた。1945年 8月 5日 ,日 本が敗れる

と,フ ランスは再びベトナムの再支配を企てた。

19“年11月 24日 ,仏軍は北部ベトナムのハイフォ

ン市へ無差別の艦砲射撃をくわえて市民 2万人を

殺し,数万人を傷つけた。この戦闘を皮切りに,

ヴェトナム人の抵抗部隊を追いはらい主要都市を

次々と占拠した。そして,既に退位していた安南

王バオ・ ダイを担き出して,愧儡政権を樹立し,

再びベ トナムの支配権をとり戻した。このように

してフランスの "汚ない戦争"が始まったのであ

る。そしてアメリカヘと。1940年 日本軍はベトナ

ムに進駐して以来,ペ トナムにはベトナム独立同

盟 (ヴ ェトミン)が組織され,ボ ー・ ゲンザップ

の解放ゲリラ部隊もつくられ,日 本軍の占領への

抵抗がくりひろげられた。1945年 8月 日本がポツ

ダム宣言を受諾すると, 9月 2日 ベトナム民主共

和国臨時政府が成立,ホー・ チ・ ミンは大統領と

して独立宣言を読みあげた。「ベ トナムは自由と

独立を享受する権利を有し,事実上自由にして独

立した一国家である。全ベトナム国民は全力をあ

げ,生命財産を結集し,その自由と独立の権利を

擁護せんとするものである」と力強く結んだ。フ

ランスの「汚ない戦争」に対して,ベ トナムはは

げしく抵抗し,フ ランスはやむなく1954年 7月休

戦協定を結び撤退していった。しかし,50年代ア

メリカのインドシナ支配がはじまり,仏軍と入れ

かわりにベトナムを侵略 してゆく。 65年 2月 7

日, 8日 ,11日 ,ア メリカ軍は北ベトナムを猛爆
した。アメリカはベ トナム侵略を,特殊戦争にす
りかえて,ベ トナム民族の民族解放戦争を,単に

「共産主義の間接侵略」としてしか理解していな

かった。結局このことがアメリカの敗北につなが

ってゆくのだが。

第二次世界大戦中,ア メリカ軍が太平洋ならび

に欧州・ アフリカの全戦線で投下した爆弾は 200

万 トンであったが,1965年から72年まで米軍がイ

ンドシナで投下した爆弾は, その3.5倍 , 743万

8,000ト ンに達する。米軍は, この侵略戦争にお

いて,多様な最新の兵器を投入した。例えば,B
52戦略爆撃機, ジェット戦闘爆撃機, 無人偵察

機 ,ボール爆弾 ,オ レンジ爆弾,ナパーム燐爆弾,
マグネシウム爆弾, くも爆弾,貫通爆弾,風圧爆
弾,矢爆弾,磁気爆弾,誘導爆弾,化学薬剤の撤
布,M16自動小銃,M79手梱弾銃,M601M関銃 ,
M14自動ライフル,´ 焼夷地雷,化学地雷,拳銃型
バズーカ砲,毒ガスの撒布,細菌兵器,つまると


